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い。Brief-type self-administered diet history questionnaire（BDHQ）は、日本食に基づく食習慣
に関する質問項目で構成される。そこで、申請者らは BDHQ により日本人成人 AD 患者群
の食習慣を調査し、対照群と比較した。
日本医科大学千葉北総病院と付属病院皮膚科外来を受診中の成人 AD 患者 70 名（男性 43
名、女性 27 名）を対象とした。対照群は、患者と年齢、性別をマッチさせた 70 名の健常
者とした。AD の重症度は severity scoring of atopic dermatitis（SCORAD）で評価した。BDHQ
質問票の回答結果から 1 日の摂取カロリー、各種栄養素・食品摂取量を算出した。AD 患者
群は重症群（SCORAD≧33, n = 35）と軽症群（SCORAD＜33, n = 35）に分類した。栄養素・





取量の負の関連性が検出された。ビタミン B6、果物の摂取量は SCORAD と正の相関を示し






スの皮膚バリア障害と瘙痒を軽減させる。重症 AD 群における n-6 多価不飽和脂肪酸摂取
量の減少は、皮膚バリア機能障害や瘙痒の重症化に関連する可能性がある。




本研究は BDHQ を用いて日本人成人 AD 患者の食習慣を詳細に検討した初めての報告で
あり、その臨床的意義は高いと考えられた。以上より本論文は学位論文として価値あるも
のと認定した。
